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平成 26 年度訂正四半期報告書の提出および決算短信の訂正に関するお知らせ 
 

 

当社は、連結子会社である昭光通商（上海）有限公司における会計処理の誤りが判明したため、下記

のとおり訂正四半期報告書を関東財務局に提出するとともに、決算短信を訂正いたしますのでお知らせ

いたします。 
 

記 

 

１．訂正報告書及び訂正を行った決算短信 

（１）訂正報告書 

訂正四半期報告書 第２四半期（平成 26年 4月 1日～6月 30日） 

         第３四半期（平成 26年 7月 1日～9月 30日） 

 

（２）訂正を行った決算短信 

平成 26年 12月期 第２四半期決算短信 〔日本基準〕（連結） 

平成 26年 12月期 第３四半期決算短信 〔日本基準〕（連結） 

平成 26年 12月期 決算短信      〔日本基準〕（連結） 

 

２．訂正の理由 

当社の子会社である昭光通商（上海）有限公司（以下、「昭光通商（上海）」という。）は、

中国国内において鉄鋼関連製品の商取引を行っておりました。 

昭光通商（上海）は、仕入先商社及び販売先商社から受領した証憑に基づき、売上及び仕入を

計上しておりましたが、従来順調であった代金の回収について、平成 26年 12月入金予定分に滞

留が生じました。そこで、昭光通商（上海）より販売先商社に督促しましたところ、今年３月上

旬、平成 26年 6月以降の売上について製造元から製品の出荷がなされていないこと、また納品が

無いにもかかわらず販売先から受領書が発行されていたことなどが判明いたしました。 

このため、平成 26年 6月以降の売上及び仕入を取り消します。 

なお、社内調査を実施致しましたが、昭光通商（上海）の社員が不適切な取引に関与したこと

は認められず、他の取引においては問題は有りませんでした。今後は再発防止に十分注意してい

く所存です。 

株主・投資家様及び市場関係者様には、ご迷惑をおかけしますことを深くお詫び申し上げます。 

 

３．訂正の内容 

平成 26 年 12 月期において、売上高が 1,943 百万円減少し、営業利益が 104 百万円減少します。

以下、経常利益が 104百万円、当期純利益が 96百万円減少いたします。これに伴い、総資産が

124百万円、純資産が 108百万円減少いたします。各四半期の影響額につきましては、４．訂正の

概要をご参照ください。 



  

 

 

４．訂正の概要 

                                （単位：百万円） 

  訂正前 訂正後 影響額 

平成 26年 12月期

第２四半期 

売上高 92,707 92,484 △222 

営業利益 1,434 1,424 △9 

経常利益 1,454 1,445 △9 

四半期純利益 540 533 △6 

総資産 76,340 76,331 △9 

純資産 18,078 18,072 △6 

平成 26年 12月期

第３四半期 

売上高 139,873 138,634 △1,238 

営業利益 2,006 1,981 △24 

経常利益 2,063 2,039 △24 

四半期純利益 814 796 △18 

総資産 77,611 77,581 △30 

純資産 18,648 18,628 △19 

平成 26年 12月期 売上高 183,135 181,192 △1,943 

営業利益 1,536 1,431 △104 

経常利益 1,561 1,456 △104 

当期純利益 320 224 △96 

総資産 81,745 81,621 △124 

純資産 18,211 18,102 △108 

 

以上 

 


